
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻、久富事務局長の司会で開

会。最初に参加者全員で物故者へ

の黙禱を捧げた。 

爲季会長は、目黒区及び同教育

委員会、参加者へ日ごろの謝意を

述べた。昨年 5 月のコロナ 5 類

移行後は行動制限が緩和され、対

面事業が計画に近い実績を上げることが出来たこと、

元旦に発生した能登半島地震への救援募金により 35 

万円余を寄付することが出来たことなど、会員の協力

に感謝を伝えた。2 年超続くウクライナ戦争、昨年秋

に始まったガザ地域での交戦のニュースを聞くにつ

け、ユネスコ憲章の「…人の心に平和の砦を築かなけ

ればならない。」が重く胸に刻まれる。今年度は、日本

語教育や国際交流などを通じ、外国人とお互いに尊敬

し合い各々の文化を尊重し平和に貢献したい。また

1954 年 10 月に発足した目黒ユネスコ協会は今年で

70 周年の節目となり、秋に記念イベントを開催予定

であると発表した。 

次いで、ご来賓の目黒区長

青木英二氏は、目黒区総合

水防訓練の合間を縫い防災

服で駆けつけ、ユネスコの

精神である平和の貴さと、

日ごろの活動への感謝の言

葉を述べられた。また、教

育委員会教育長 関根義孝氏から祝辞を頂き、生涯学

習課長 斎藤洋介氏、ユネスコスクールである五本木

小学校校長の海老江直子氏からも祝意と今後のお力

添えの言葉を頂戴した。また、都議会議員 斉藤泰宏氏、

区議会議長小野瀬康裕氏や同議員濵陽子氏が祝辞を

述べられた。爲季会長を議長に選出し議事に入った。 

【審議事項】 令和 5 年度の事業が各部門（研修、交

流、青少年対象、日本語教育、支援、芸術文化、広報）

担当者により報告され、協会運営については事務局長

が説明。決算報告及び監査報告、続いて今年度の事業

計画並びに予算案が提案され、審議の結果、すべての

議題が満場一致で承認された。広報 遠藤 裕子 

 

 

 

事業委員会 令和 6 年度 事業内容 委員長 

研修委員会 文化講座 3・受託語学教室 2・自主語学教室 6 齊藤 眞澄 

交流委員会 国際交流ひろば/バスツアー・日本文化紹介・新年会 濱岡 位久子 

青少年委員会 青少年フエスタ・サイエンス教室・支援活動・他 神戸 陸太朗 

日本語教育委員会 目黒ユネスコ日本語教室・交流サロン 加藤 光子 

支援委員会 識字支援・国内外災害支援・教育支援 岩佐 富雄 

芸術・文化委員会 美術教室・コンサート 鈴木 純夫 

広報委員会 会報発行・協会案内発行・ホームページ運営 齊藤 眞澄 

70 周年記念事業 コンサート・祝賀会 望月 昇 

協会運営 総会・理事会・運営会議・会計（谷澤）・名簿（梶谷）・発送 

他団体との協力・他 

久富 美智子 

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY のライセンスを許諾されています 
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令和 6年度 特定非営利活動法人 目黒ユネスコ協会通常総会 
 

【来賓】（敬称略）区長：青木英二、教育長：関根義孝、生涯学習課長：斎藤洋介、五本木小学校長：海老江直子

都議会議員：齋藤泰宏、区議会議長：小野瀬康裕、区議会議員：濵 陽子、顧問：二ノ宮啓吉 

目 次： 総会 1P、支援通信・日本語教室 2P、TEATIME・コンサート 3P、お知らせ 4P 

青木区長      関根教育長   小野瀬区議会議長 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1206&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

私達広報委員は、全国から、寄せられた書きそんじハ

ガキ・切手の整理の手伝いに日本ユネスコ協会連盟に

出向いた。金額別に分類された切

手をシートに貼る作業は、難しくは

ないが根気のいる仕事で、切手の

山はなかなか小さくならなかった

が、皆さんの善意の山、大きけれ

ば大きいほどやりがいがあるという

ものだ。この収益は日本ユネスコ

協会連盟の重点的な活動のひと

つである、「世界寺子屋運動」の資

金として使われることになる。 

そして、寺子屋運動の最近の現

状について、海外事業部・水木様

よりお話を伺った。カンボジアとアフガニスタンには現地

事務所があり現地住民により運営できるまでに成果をあ

げていて、カンボジアには更にひとつ寺子屋を増やすこ

とができたという。一方、アフガニスタンではなおも残る

女子教育と女性就労の制限のため、支援できるのは男

性の職業訓練のみという厳しい状況

だそうだ。ミャンマーでは、軍事政権

により安全が確保されていない中での

ユネスコ活動は難しく、バングラディシ

ュへ逃れたロヒンギャの人々などの識

字・職業訓練をしている。また、ネパ

ールでは家庭内識字クラスとして、識

字教室での学習を子から母へ、母か

らは伝統知識や技能を子へ、という母

子相互の教育を進めていて、それに

より母親が児童婚の問題や進学支援

などへの知識を得られているという。

日本国内では、貧困児童への支援に向け「U－Smile 事

業」を立ち上げたそうだ。       

広報 鈴木やよい

  

私にとって日本語の勉強が面白い理由の一つは韓国

語との類似性だ。5年前まで、私の外国語は英語だけだ

った。韓国語と英語はぜんぜん違うから、外国語とは母

国語と全く違うものだと思った。4年前に日本語の勉強を

始めてからは、他の国の言語も、韓国

語に似ていることが分かるようになっ

た。どんな部分が似ているのか。一つ

目は文法。日本語と韓国語は、述語が

最後にある文章の構成が同じだし、

「が」、「は」、「を」、「も」 などの助詞が

あるし、動詞と形容詞のいろんな変化が似ている。1本 2

本、1 冊 2 冊、1 匹 2 匹のように数を数える単位が多様

で、ピカピカ、ブラブラなどの 4 文字(よんもじ)の形の表

現が多いという点も似ている。二つ目は漢字。今は韓国

でハングル(韓字の意味)だけで書かれているのに、多く

の言葉は漢字をハングルで書くのだ。

だから日本語で出会う漢字語の意味が分かりやすいし、

漢字の発音だけ勉強すればいい。それに発音が似てい

る単語もある。準備、無理、有料、温度、炭酸などはほと

んど同じ発音である。このように日本語と韓国語が似て

いるのはなぜか。隣の国だから歴史

的に文化的に互いに影響を与えたの

だろう。昔には中国からの儒教と仏教

を、近代には西洋からの新しい文物

を取り入れる過程での影響があったと

思う。ここまで日本語と韓国語の似て

いる点について考えてきた。多くの似た点にもかかわら

ず、私には慣れていない言語だから日本語は難しい。も

っとも、外国語として勉強する言語には私が知らない文

化と歴史が含まれているから、難しいのかも知れない。

だから私は今日も勉強を続ける！  

日本語教室フレンドシップメンバー キム ジヘ 

 

 

 

日本語教室  私の日本語の勉強  ― 日本語と韓国語の類似性―  寄稿文 
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支援通信  書きそんじハガキ整理のボランティアと寺子屋の現状取材  

2024 年 6 月 5 日（水）10：00～15：00 日本ユネスコ協会連盟本部、担当者：海外事業部 水木茉里奈 氏  

付記：ある日、担当の朝コース G クラスで、宿題は好きですかと尋ねた。みんな笑いながら、「はーい。」との返事。

「日本語の勉強について」をテーマに、してもしなくてもよい自由宿題として作文を出した。そして、提出されたも

のがとても興味深く、面白いので、本人の同意を得て SN に載せて頂くことにした。（日本語教室担当 爲季 繁） 

 

朝コース G クラスの皆さん 
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ユネスコスクールのメンバーでもある６年生４名が、国語の授業『聞いて、考えを深めよう！』で、私たちの事務

所を来訪。広報委員の 3 名で対応いたしました。先ずは、お互い自己紹介からスタート。その後、齊藤副会長

が協会案内を参照しながら、ユネスコ(国際連合教育科学文化機関)が第二次世界大戦終結後に「平和を願っ

て」ロンドンで始まり、現在、本部はパリにあることや、目黒ユネスコ協会は 1954年に発足し、今年 70周年であ

ることを話しました。そして、ボランティア活動動機は、家族や自分が海外で現地の方々にお世話になったこ

と、その国々の現状を目の当たりにしたことなどであり、日本に来た外国の方々に「日本を好きになってほし

い。」「平和へのさまざまな支援をしたい！」との思いからであることを伝えました。 

学校と当協会との関わりについてのインタビュー項目では、サイエンス教室開催時には理科室を借り理科講

師小倉先生にもご協力いただいたことや児童の皆さまとは様々な支援活動(書き損じハガキ・募金活動など)を

共にしていることを。インタビューを受けながら感謝の気持ちが湧き、これからも五本木小学校の皆様、地域の

皆様と協力し歩んでいきたいと思いました。                     広報 太田 優枝 

 

 

五本木小学校 6年生が 

目黒ユネスコ事務所を訪問 
 

Teatime 

2024年 5月 21日（火）  

チケット：２０００円（全席自由/２００席） 

販売開始：７月？？日～目黒パーシモンホールチケット販売所 

目黒ユネスコ協会 HPの申込ホームで。 

夏休み中のため、電話での受け付けはできません。 

創立 70周年記念  第 50回目黒ユネスコ平和コンサート 2024 

２０２４年１０月１３日（日）13：00開場  目黒パーシモンホール小ホール 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中島 麻 鳥羽亜矢子 

★第２部：創立７０周年記念 

祝賀会  15：30～ 

  ※式典後ホワイエにて乾杯 

★第１部：記念コンサート 13：30～ 

バイオリンとピアノ演奏 

曲目：チゴイネルワイゼン・死の舞踏 

        スペイン舞曲・他 （曲目変更有） 

大勢の会員並びにご友人の皆様のご参加お待ち申し上げております。 

チケット≪全席自由≫一般：２０００円・中高生：１０００円 ＊同伴小学生無料 

取 扱 （1）目黒ユネスコ協会（チラシ参照） 

（2）めぐろパーシモンホールチケットセンター    発売開始 8月１３日（火）  

※満席の場合がございますのでチケットは、お早めにご購入をお勧めいたします。 

A)第８０回日本ユネスコ運動全国大会 in新居浜 ★２０２４年１１月２3日（土） 申込締切：８月末 

B)関東ブロック・ユネスコ活動研究会 in茨城   ★２０２４年１０月１２日（土）  

※上記 A/Bの詳細案内について：参加希望の方は、事務局（久富）までお問合せ下さい。 
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■6/19第２回理事会 

●6/25（火）都ユ連総会 

■7/17（水）発送連絡会 

★7/27（土）サイエンス教室 

★9/1（日）文化講座①「コメの役割は？」 

★9/4（水）ボランテイアのための 日本語教育研修講座 

★9/10（木）初めて習う日本語講座 

★9/21（土）初級イタリア語講座 

●10/12（土）関東ブロック研究会（茨城）＊1 

■10/13（日）創立７０周年記念コンサート＆祝賀会 

●11/23（土）日本ユネスコ運動全国大会（新居浜）＊2 

（＊1・2参加希望者は事務局（久富）まで） 

■自主語学教室 6講座 

（仏 1・英 2・独 1・伊 1・中 1） 

■事務局（月－金 13：00～16：00） 

夏休み期間（7/20～9/1） 

6月・７月以降の予定 

最新情報は HPからどうぞ 

■新入会員 どうぞよろしく（敬称略） 

◇中村 彩希  ◇前原 聡子  

◇飯田 千恵  ◇松沢 澄子 

★ユネスコ国際文化講座  区報８月 1日号掲載 

 
A★受託ユネスコ文化講座①：「自給率の低い日本の食料供

給は大丈夫か。コメの役割は？」 

日時：９月１日（日）13：30～緑ヶ丘文化会館 

講師：河崎 厚夫 氏 定員：７０名（多数の場合抽選） 

参加費：無料、申込期間７月１５日～８月１５日 

C★受託イタリア語初級講座 

日時：9月 21日（土）～1月 18日（土） 

9：30～11：30 毎土曜日 全 15回 

定員： 30名 参加費：6,000円（教科書実費） 

会場： 緑が丘文化会館 

講師：Pietro Merlino氏（ピエトロメルリ-ノ） 

申込期間：８月２日～１５日（先着） 

★A～E 講座＆教室：申込方法共通 

対象：目黒区在住・在勤・在学の方優先 

申込講座名、名前、住所、電話番号を明記。 

協会HPの申込フォームに記入の上送信又は Faxでお

送りください。＊詳細は目黒ユネスコ協会HP参照。 

大勢の皆様のご参加をお待ちしております。 

7-８月は夏休みのため留守電対応になります。 

B★受託『ボランティアのための日本語教育研修講座』 

日程；9月 4日（水）～12 月 11日（水）毎水曜 全 15回 

時間；午前 10時～12時 

場所；中目黒スクエア 7階 青少年プラザ第2レクホール 

内容；「みんなの日本語初級Ⅰ」教え方・実習 

講師；にほんごの会企業組合派遣講師 定員：20名 

参加費；3,000円（資料作成費・テキスト代として） 

申込期間：８月１日～１4日（多数の場合は抽選） 

★＆▲日本語教育事業  

D★受託日本語教室『初めて習う日本語』 区報8/1 

 日程；9月 10日(火)～12月 5日（木）毎火・木全２６回 

 時間；午前 10時～12時 

 場所；中央町社会教育館 

 対象；初めて日本語を習う 16歳以上のかた  

 定員；15名 保育あり（２歳以上） 

 参加費；2,500 円（テキスト代として） 

 申込期間；8月 1日～25日までに。先着順 

 保育希望の方は申込時に、子どもの名前・性別・年齢 

  を書いて申し込んでください。 

４月から目黒ユ協の一員にさせていただいた。きっかけは、交流ひろば：バスツアーに参加してのこと。バス

の中では、ユ協についての歴史や活動が熱く語られていた。□私は、若いころ、アメリカとシンガポールで暮らしたことがあ

る。当時、アメリカは世界一の多民族国家であり、私の絶対に行ってみたかった国 No.1 だった。人も建物も何もかもがゆっ

たりしていて、何より自由だった。シンガポールも、アジア圏を中心とした多民族が共生している国家だ。歴史の浅いシンガ

ポールでは、多民族をまとめるためか、日常に厳しいルールが定められていた。□昨今の日本は、多くの外国人観光客であ

ふれるようになったばかりか、多くの外国籍の住人も増えつつあるようだ。日本もいずれ、さらなる多民族との共生が求め

られるようになるのだろうか。ユネスコの活動を通して、微力ながら、このような課題に尽力したい。     白岩 葉子 

編集後記 

E▲目黒ユネスコ日本語教室2024年秋期 区報8/15 

日程；9月 10 日(火)～１２月 14日(土) 

対象；日本語を習いたい１６歳以上の方 初級対象 

コース；朝コース、土曜コース、（他に on-line コース有） 

定員；各クラス８名 ・申込；8月 15日以降（先着） 

 

◇会員募集中◇ 趣旨に賛同される方の入会を歓迎 

いたします。 申込問合せは事務局（久富）まで。 


